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気
持
ち
が
許
せ
ま
せ
ん
。

ひ

　

と

他
人
の
物
を
盗
む
　
－
　
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
水
巻
駅
の
駐
輪
場
で
、
自
転
車
の
盗
難
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

そ
れ
も
五
台
や
十
台
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
八
か
月
で
五
十
五
台
。

被
害
は
昨
年
の
約
二
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
、
だ
れ
が
何
の
た
め
に
…
…
。
今
月
は
、
駐
輪
場
の
自
転
車

に
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
た
。

0盗難が多い駅の駐輪場

水
巻
駅
の
西
側
に
あ
る
町
営
の
自
転

車
駐
輪
場
。
毎
日
、
赤
や
黄
色
の
カ
ラ

フ
ル
な
自
転
車
が
約
四
百
台
、
所
狭
し

と
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
駐
輪
場
は
昭
和
五
十
九
年
、
駅

を
利
用
す
る
人
の
た
め
に
、
町
が
約
五

千
八
百
万
円
を
か
け
て
建
設
し
た
施
設

で
す
。
料
金
は
無
料
。
高
校
生
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
亭
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
「
朝
、
カ
ギ
を
か

け
た
は
ず
の
自
転
車
が
、
帰
り
に
は
な

く
な
っ
て
い
た
。
」
と
い
う
被
害
が
相

次
ぎ
、
利
用
者
の
間
に
不
安
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

「



■発生場所別に見た
自転車の盗難届の件数（水巻町分）
〔平成元年1月～8月：折尾警察署調〕

で
、
町
全
体
の
四
割
を
超
え
る
五
十
五

台
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
盗
難
届
が
出
さ
れ
た
数
で
す
か

ら
、
届
が
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
合

わ
せ
る
と
、
毎
月
十
数
台
の
自
転
車
が

こ
の
駐
輪
場
で
盗
ま
れ
続
け
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
笑
い
ご
と
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
問
題
で
す
。

一ヽ

人
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
遊
び
半
分
で

盗
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
か
ぎ
を
壊
し

て
乗
り
回
し
、
あ
き
た
ら
ポ
イ
と
捨
て

る
。
＋
1
－
－
豊
か
な
時
代
に
育
っ
た
こ
と

が
、
物
を
大
切
に
す
る
心
を
失
わ
さ
せ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
罪
の
重

さ
を
感
じ
な
い
ま
ま
、
次
々
に
犯
行
を

重
ね
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
盗
難
は
、
今
年
に
な
っ
て

特
に
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年

に
比
べ
る
と
二
倍
近
い
被
害
が
発
生
し

て
い
る
の
で
す
。
い
っ
た
い
、
ど
れ
く

ら
い
の
自
転
車
が
盗
ま
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

折
尾
警
察
署
に
出
さ
れ
た
盗
難
届
に

よ
る
と
、
今
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の

間
に
、
町
内
で
は
百
三
十
三
台
の
自
転

車
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

最
も
被
害
が
多
い
の
は
駅
の
駐
輪
場

だ
れ
が
、
何
の
た
め
に
盗
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

折
尾
署
刑
事
課
の
話
に
よ
る
と
、
自

転
車
の
盗
難
は
、
少
年
に
よ
る
犯
行
が

ほ
と
ん
ど
。
そ
れ
も
大
半
は
中
学
生
で

す
。
欲
し
く
て
盗
む
と
い
う
よ
り
、
数

少
年
の
い
た
ず
ら
は
、
大
人
の
心
構

え
一
つ
で
必
ず
減
ら
せ
る
は
ず
で
す
。

物
事
の
善
悪
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
責
任
で
も
あ

り
ま
す
。

「
隣
り
の
子
も
う
ち
の
子
」
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
て
、
不
審
な
少
年
を
見

か
け
た
と
き
に
「
何
を
し
て
る
の
」
と

ひ
と
声
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

愛
車
に
は

カ
ギ
と
名
前
と

防
犯
登
録

Ｑ　被害を防ぐためには、どうしたらい

いのでしょうか

Ａ　愛車を守るポイントは三つあります。

まずはカギをかけること。そして車体に

住所、氏名、電話番号を書くこと。それ

から必ず防犯登録をすることですね。

Ｑ　カギのかけ方で注意することは？

Ａ　被害にあった自転車の3割はカギを

かけていないケースでした。できるだけ

二重にカギをかけてください。差し込み

式のカギは簡単にこわすことができます

から、チェーン式やワイヤー式のカギを

お勧めします。

Ｑ　防犯登録は効果があるのでしょうか

Ａ　自転車の盗難は少年たちの犯行がほ

とんどです。不審な行動を見つけて職務

質問をする際、防犯登録や車体に書かれ

た名前が決め手になって、盗難車の発見

につながることがよくあります。

また、路上に放置され

た自転車も、防犯登毒貢の

番号から持ち主を探すこ

とができます。わずか310

円で、自転車が戻ってく

れば安いものです。手続

きは購入した自転車屋さ

んでしてください。

瀾酷丼博
お　　産　勝也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　出土保



■
町
営
住
宅
の
新
家
賃
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
律
三
千
円
を
三
年
間
で
値
上
げ

吉
田
団
地
五
階
建
は
三
千
五
百
円
の
値
上
げ

高
松
団
地
は
八
年
ぶ
り
、
吉
田
団
地
は
十
二
年
ぶ
り
の
改
定

町
営
住
宅
の
家
賃
が
、
十
一
月
か
ら
段
階
的
に
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
長
は
、
町
営
住
宅
二
千
五
十
八
戸
す
べ
て
の
家
賃
を
、
一
律
三
千
円
（
吉
田
団
地
五
階
建
は
三

千
五
百
円
）
値
上
げ
す
る
改
定
案
を
九
月
議
会
に
は
か
り
ま
し
た
。
議
会
は
、
こ
の
改
定
案
を
慎
重

に
審
議
。
町
の
財
政
事
情
や
入
居
者
の
生
活
実
態
を
考
え
合
わ
せ
、
原
案
を
一
部
修
正
し
、
三
項
目

の
付
帯
意
見
を
つ
け
て
了
承
し
ま
し
た
。

今
回
の
値
上
げ
は
、
高
松
、
鯉
口
団
地
が
八
年
ぶ
り
、
野
間
、
い
わ
ぜ
団
地
が
九
年
ぶ
り
、
二
、

下
二
、
垣
添
、
猪
熊
、
吉
田
の
五
団
地
が
十
二
年
ぶ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
家
賃
は
今
年
十
一
月
か
ら
、
三
年
間
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

値
上
げ
の
理
由
は

赤
字
解
消
の
た
め

今
回
の
家
賃
改
定
は
、
町
財
政
の
健

全
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

過
去
三
年
間
の
決
算
で
は
、
町
営
住

宅
の
収
支
は
年
平
均
一
億
七
千
三
百
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表
1
）

ま
た
、
今
後
三
年
間
の
収
支
を
予
測

す
る
と
、
今
回
の
改
定
分
を
含
め
て
も

年
平
均
二
億
一
千
二
百
万
円
の
赤
字
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
町
が
自
由
に
使
え
る
財
源

九
億
円
の
う
ち
、
約
四
分
の
一
を
町
営

住
宅
の
赤
字
を
補
う
た
め
に
使
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。



◆赤字額′表1　町営住宅の年度別収支状況（単位：百万円）
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へ

こ
れ
で
は
、
下
水
道
・
公
園
・
水
巻

駅
前
整
備
な
ど
の
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
困
難
で
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
し
、
町
営
住

宅
の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
最
少
限
度
の
家
賃
引

き
上
げ
が
必
要
な
の
で
す
。

【
家
賃
を
改
定
す
る
理
由
】

①
住
宅
の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
を

確
保
す
る
た
め

㊥
ほ
か
の
公
営
住
宅
の
家
賃
と
均
衡
を

図
る
た
め

⑨
吉
田
団
地
五
階
建
の
合
併
浄
化
槽
建

設
費
の
町
負
担
分
を
補
う
た
め

④
物
価
の
変
動
に
対
応
す
る
た
め

【
議
会
に
提
案
し
た
内
容
】

●
対
象
戸
数
　
全
戸
（
二
〇
五
八
戸
）

●
引
き
上
げ
額
一
律
三
千
円
（
吉
田

団
地
五
階
建
は
三
千
五
百
円
〕

●
実
施
時
期
　
平
成
元
年
十
一
月
一
日

●
改
定
周
期
　
原
則
と
し
て
三
年
か
ら

五
年
ご
と
に
改
定
す
る
。

●
議
会
の
意
見

議
会
で
は
ホ
ッ
ト
な

議
論
が
展
開

九
月
十
八
日
と
十
九
日
に
開
か
れ
た

議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
住
宅
問
題
に

つ
い
て
の
意
見
が
集
中
し
ま
し
た
。

特
に
議
会
五
会
派
の
う
ち
、
銀
杏
の

会
、
公
明
党
、
社
会
ク
ラ
ブ
、
日
本
共

産
党
か
ら
は
、
家
賃
改
定
や
町
の
住
宅

政
策
に
つ
い
て
、
広
範
な
立
場
か
ら
積

極
的
な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
と
町
長
の
答
弁
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
　
ほ
か
の
町
に
例
が
な
い
ほ
ど
数
多

く
の
町
営
住
宅
を
抱
え
、
毎
年
多
額
の

収
支
赤
字
を
出
し
て
い
る
。
町
経
営
の

重
荷
で
は
な
い
か
。

●
　
炭
鉱
跡
地
の
開
発
を
優
先
し
た
町

営
住
宅
政
策
の
た
め
、
ほ
か
の
地
域
の

開
発
が
遅
れ
て
い
る
。
政
策
の
転
換
が

必
要
だ
。

●
　
町
営
住
宅
の
経
営
は
、
家
賃
収
入

の
範
囲
内
で
、
赤
字
を
出
さ
ず
に
運
営

す
べ
き
だ
。

●
　
三
千
円
の
引
き
上
げ
は
や
む
を
得

な
い
が
、
入
居
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
段
階
的
な
調
整
措
置
を
検
討
し

て
欲
し
い
。

●
　
将
来
の
住
宅
政
策
を
確
立
す
べ
き

だ
。
今
後
の
赤
字
解
消
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

●
　
改
艮
住
宅
建
設
当
時
の
歴
史
的
経

過
や
、
入
居
者
の
生
活
実
態
、
収
入
状

況
を
考
慮
す
べ
き
だ
。
一
律
三
千
円
の

値
上
げ
は
再
考
し
て
欲
し
い
。

●
　
入
居
中
の
低
所
得
者
に
対
し
て
、

家
賃
減
免
措
置
の
拡
大
を
検
討
す
べ
き

だ
。

●
　
町
営
住
宅
の
政
策
は
、
今
後
と
も

本
町
の
重
要
な
福
祉
政
策
の
一
環
で
あ

る
。

●
　
収
支
赤
字
が
増
大
し
一
般
財
源
の

持
ち
出
し
が
大
き
い
。
適
正
な
家
賃
水

準
と
し
て
当
面
、
家
賃
限
度
額
の
八
〇

軒
を
目
標
に
し
、
一
般
財
源
か
ら
の
補

へ

て
ん
は
一
億
円
以
下
に
と
ど
め
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
三
年
ご
と
に
千

円
程
度
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
た
い
。

●
　
収
支
赤
字
を
極
力
抑
え
、
全
般
的

な
福
祉
行
政
へ
政
策
転
換
す
る
た
め

に
、
垣
添
町
住
は
用
途
廃
止
、
猪
熊
町

住
の
建
て
替
え
は
凍
結
し
た
い
。

今
後
、
町
の
財
政
規
模
や
管
理
能
力

を
慎
重
に
判
断
し
、
町
有
地
の
積
極
的

活
用
を
含
め
て
、
町
営
住
宅
全
体
の
政

策
的
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

●
　
今
回
の
一
律
三
千
円
の
引
き
上
げ

と
、
吉
田
団
地
五
階
建
の
下
水
道
施
設

改
良
分
の
五
百
円
は
、
や
む
を
得
な
い

最
低
限
度
の
引
き
上
げ
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
後
三
年
ご
と
に
千
円
程
度
の
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
を
含
め
て
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

●
　
低
所
得
者
救
済
の
た
め
の
家
賃
の

減
免
額
の
拡
大
は
、
今
後
の
周
期
的
な

家
賃
改
定
に
よ
る
収
支
状
況
な
ど
を
考

え
合
わ
せ
な
が
ら
、
基
準
の
見
直
し
を

行
い
た
い
。

用
語
の
解
説

【
家
賃
限
度
額
】

国
が
法
律
で
定
め
た
方
式
で
計
算

し
た
家
賃
の
こ
と
。
償
却
費
、
修
繕

費
、
管
理
事
務
費
、
地
代
相
当
額
な

ど
の
月
割
額
を
合
計
し
て
求
め
る
。

償
却
費
は
、
町
営
住
宅
の
建
設
工
事

費
か
ら
、
国
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
額
に
、
耐
用
年
数
に
応
じ
た
償
却

率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
街
。

こ
の
家
賃
限
度
額
の
一
〇
〇
㌫
を

家
賃
と
し
て
徴
収
す
れ
ば
、
町
営
住

宅
の
収
支
は
お
お
む
ね
ト
ン
ト
ン
と

い
わ
れ
て
い
る
。

水
巻
町
は
過
去
か
ら
限
度
額
の
六

〇
打
か
ら
七
〇
欝
程
度
で
新
家
賃
を

決
定
し
て
き
た
。
こ
れ
は
入
居
者
の

生
活
実
態
や
収
入
状
況
な
ど
を
考
え

あ
わ
せ
た
上
で
の
判
断
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
も
周
期
的
な
家
賃
改
定

を
し
な
か
っ
た
た
め
、
毎
年
一
億
円

以
上
の
収
支
赤
字
が
続
い
て
い
る
。

澤、三、′、．

5＼



車いすのまま
乗れるタクシーが

登場しました。

事いすのまま乗れるタクシーが

登場しました。初めて利用したの

は猪熊の田中久子さん（65歳・写
真）です。

この車は、町内のタクシー会社
が導入したもので、郡内ではまだ

2台だけ。後部にリフトが付いて

いるため、車いすから降りずにそ
のまま乗車できます。

「乗り降りが楽ですね。雨の日
こうそく

も気にせず通院できます。」脳梗塞
まひ

で左半身が麻痺しているため、毎

週1回、草いすで芦屋町立病院に
リハビリ治療に通っている田中さ

んは、この事の登場を歓迎してい
ます。
今までのタクシーなら乗車に10

分以上かかっていましたが、この
事なら2～3分で済みます。病院
までの料金は片道1，040円でし．た。

水巻南中学校の体育教師、福沢
恒彦さん（32歳）が、9月に開か

れたはまなす国体で「平沼記念章」
を受けました。

この賞は、日本陸上競技連盟

が、中学生・高校生のスポーツ指
導者で特に功労があった人に贈っ
ているものです。

福沢さんは昭和57年から同校の

陸上競技を指導。陸上部は、遠賀
・中間大会（年3回）で女子18連

勝、男子14勝を収めるほか、県大会

や全国大会でも活躍しています。
「まさかこんな賞をもらえると

は‥・。初心にかえって陸上競技の

発展のため頑張ります。」と福沢さ
ん。現在、とびうめ国体のコーチ

として多忙なスケジュールをこな
しています。

福沢先生に平沼記念章

車いす競走も
ありました。

遠賀郡身体障害者連合会の

体育大会に150人が参加

頃末小学校グラウンドで9月17
日、遠賀郡身体障害者連合会の体

育大会が開かれました。参加者は

約150人。水巻町からは、身体障
害者福祉会、手をつなぐ親の会、

はばたけ子の会が参加しました。
秋とはいえ、午前中から30度を

超す真夏日。じっとしていても汗
ばむほどの暑さの中で、参加者は

タオル片手に和気あいあいの競

技。プログラムは、視覚障害者が
鐘の音に向かって走る音響競争、

やり

下肢障害者の草いす競争、槍投げ、
各町対抗リレーなど25種目です。

立幅跳びに出場した杉本敏明さ

ん（吉田団地）は「今年は腰も痛
くなかったので調子が良かった。
みんなと走ったり跳んだりするの

は気持ちがいいね。」と話してい
ました。

あや

大関　理ちゃん

63年10月25日生まれ

郁正）
和　正

さんの長女

あ
や

長
女
の
理
で
す
。
男
の
子
に
ま
ち
が

え
ら
れ
る
ほ
ど
、
や
ん
ち
ゃ
で
す
が
、

今
は
カ
ー
テ
ン
に
隠
れ
て
　
「
い
な
い
い

な
い
ば
あ
」
が
得
意
で
す
。

（
下
二
　
四
九
八
番
地
の
二
）

長島博史くん

63年10月6日生まれ

（雲撃）さんの長男

お
と
な
し
い
ボ
ク
だ
っ
た
け
ど
、
こ
ん

な
に
元
気
で
わ
ん
ぱ
く
に
な
り
ま
し
た
。

親
孝
行
な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
ナ
。

（
頃
未
六
二
四
－
五
三
）



このお方をどなたと心得る・・・

敬老の日を前にした9月14日、町立第2保育所では、

地域のお年寄り約70人を招いて、演芸会が開かれました。

この日は、おじいちゃんとおばあちゃん以外は入場禁

止。園児たちは「いぬのおまわりさん．」や「カメハメハ

大王」などの歌と踊りを元気に披露。

おじいちゃんたちも見ているだけではありません。会

場の中から福田利正さん（70歳）が引きずり出されて、

保母さんと一緒に「水戸黄門」の寸劇に挑戦。せりふを

忘れるハプニングもあって大爆笑。

93歳の村上キミさん（吉田団地）も、太鼓の演奏で見

事なパテさばきを披露。「元気に生きとったら、来年も

また来ます。」と、笑顔で話していました。

ど迫力、まるで本番
「9月10日午前8時10分、水巻中央ニュータウンの住

宅街で火災発生」という想定で、郡内各町消防団による

合同消火訓練が行われました。

ただちに、郡消防署のスノーケル車と水巻町消防団の

ポンプ草が現場に到着。火点に向けて放水開始。しかし、

強風のため「大火になる恐れがある」と判断、郡内3町

の消防団に応援要請。かけつけた消防軍は全部で9台。

ホースの中継など見事な達けい作業で、ようやく消し止

めました。

「火災の状況をよく把握できて、的確な指示ができま

した。」と、郡消防長の長森県道きん。

訓練とはいえ、本番さながらの迫力でした。

■■ヽ

ＮＨＫの取材もきました。

水の神様で知られる河守神社で、9月28日と29日の2

日間、恒例の秋祭りがありました。

祭りは子供みこしでスタート。前夜祭の後、29日の夜

が本番です。

この日は、ＮＨＫも取材にかけつけ、午後6時45分か

らのイブニングネットワークで、祭りのもようを生放送

しました（写真）。

境内に設置された舞台では、にぎやかに奉納演芸大会。

三味線や舞踊が繰り広げられ、美しく着飾った子供たち

の踊りに盛んな拍手が送られます。わた菓子やタイ焼き

の夜店の前は子供たちでごったがえし、夜遅くまでにぎ

わいました。この日の人出は約2，000人。

おばあちゃん、早く元気になってね。

9月9日、水巻共立病院託児所の子供たちが入院中の

お年寄りをお見舞いしました。「おじいちゃん、おばあ

ちゃん、早く元気になってね。」と、一人一人に声をかけ、

手作りの小物入れをプレゼント。

今年89歳になった井上ムメノさん（写真）は「ありが

とう。ベッドの前に飾ろうね。」と、かわいい子供たちの

訪問に大喜びです。

情操教育のためにと始められたこの行事は今年で2回

目。声をつまらせ、涙を流して喜んでくれるお年寄りの

姿に、「これからも続けたいですね。」と保母の白石昌子

さん。入院中のお年寄り〔約110人）には「かわいい孫

ができたみたい。」と好評でした。



健康づくりシリーズ⑪

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
健
康
」
に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
な
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
禁
煙
に
成
功
し
て
二
十
数
年
に
な
る
田
中
保
夫
さ
ん
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
日
間
で
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
る

1
興
味
深
い
記
事
を
く
い
入

る
よ
う
に
一
字
一
句
読
ん
で
い
き
ま
し

た
。
二
十
数
年
前
の
七
月
の
こ
と
で
す
。し

ゆ

喫
煙
は
肺
が
ん
、
心
臓
病
、
肺
気
腫

の
原
因
と
な
り
、
特
に
妊
婦
が
た
ば
こ

を
吸
う
と
、
胎
児
が
障
害
を
負
っ
た
り
、

未
熟
児
が
生
ま
れ
た
り
、
体
重
の
少
な

い
子
供
が
生
ま
れ
た
り
す
る
可
能
性
が

ほ
か

あ
る
。
外
に
も
た
ば
こ
に
つ
い
て
の
害

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た

ば
こ
を
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
「
私
は
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
」
と

ハ
ッ
キ
リ
声
に
出
し
て
言
う
こ
と
、
と

「
水
を
飲
む
こ
と
」
。

出
来
る
だ
け
し
な
い
よ
う
に
、
気
持
ち

を
ま
ざ
ら
わ
す
た
め
、
一
生
懸
命
作
業

と
か
、
掃
除
と
か
、
特
に
嫌
い
な
こ
と

に
体
を
使
っ
て
、
疲
れ
た
ら
寝
る
。
水

を
飲
む
。

そ
し
て
五
日
目
の
記
事
に
、
「
あ
な

た
は
四
日
間
た
ば
こ
を
吸
わ
ず
に
、
五

日
目
を
迎
え
ま
し
た
。
あ
な
た
は
金
時

計
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の
時
計
の
フ

タ
を
開
い
て
砂
を
入
れ
ま
す
か
？
」

私
の
体
が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
れ
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
と
い
う
意

味
の
言
葉
で
し
た
。

い
ら
し
て
、
私
に
当
た
り
散
ら
し
た

（
何
度
も
あ
り
ま
し
た
）
時
、
そ
げ
ん

言
う
な
ら
、
た
ば
こ
を
吸
い
な
は
い
／

と
、
の
ど
ま
で
何
度
も
出
か
か
っ
た
。
」

と
聞
か
さ
れ
、
「
ほ
ん
と
う
に
す
ま
な

か
っ
た
」
と
、
蕗
が
下
り
ま
し
た
。
妻

は
強
力
な
協
力
者
で
す
。

と
な
り
の
友
人
も
た
ば
こ
を
や
め
た

万
々
で
し
た
。
同
業
の
先
輩
も
「
喫
煙

の
害
」
を
何
か
で
読
ん
で
、
た
ば
こ
を

や
め
た
万
で
し
た
。
私
は
恵
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

丑
日

いずれも昭和36年の写真です。

遠賀地区のメーデーには、日炭高松労働組合

から、大勢の労働者が集まってきました。

（現ニッタン吉田店裏）

や
め
て
よ
か
っ
た
事
、
タ
ン
が
出

な
い
。
色
々
な
物
に
ヤ
ニ
や
こ

ｘ窟㌫

浩 ニ

票
煙
し
て
三
日
目
に
は
他
人
の
た

ば
こ
の
煙
が
い
や
に
な
っ
て
い

す
ぐ
実
行
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
人

に
宣
言
す
る
と
、
禁
煙
出
来
な

か
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
、
だ
れ
に
も

言
わ
ず
に
行
い
ま
し
た
。

「
た
ば
こ
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の

が
、
た
ば
こ
を
思
い
出
さ
せ
ま
し
た
が
、

四
日
目
ぐ
ら
い
で
言
わ
な
く
な
り
、
ま

た
、
た
ば
こ
を
吸
う
し
ぐ
さ
の
習
慣
も

ま
し
た
。
私
は
自
己
催
眠
の
よ
う
な
も

の
に
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

の
よ
う
に
申
し
ま
す
と
、
と
っ
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
禁
煙
で
き
た
よ
う
に
聞

こ
え
ま
す
が
、
禁
断
症
状
が
出
ま
し
た
。

た
ば
こ
を
や
め
て
数
年
た
っ
て
妻
が

「
あ
ん
た
が
た
ば
こ
を
や
め
て
、
い
ら

げ
が
つ
か
な
い
。
た
ば
こ
を
買
わ
ず
に

す
む
。
（
値
段
も
知
ら
な
い
。
）
気
分
も

そ
う
快
で
す
。

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
何
度
か
や
め

よ
う
と
思
っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
気
が
あ
れ
ば
や
め
ら
れ
る
の

で
す
。思

い
立
っ
た
が
吉
日
、
今
か
ら
や
め

る
こ
と
で
す
。
家
族
の
協
力
も
お
願
い

す
る
こ
と
。
趣
味
（
余
り
金
の
か
か
ら

な
い
）
を
や
る
。
体
に
、
そ
し
て
心
に

よ
い
自
分
に
合
っ
た
趣
味
を
持
つ
こ
と

が
コ
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
こ
し
で
も
元
気
で
長
生
き
し
た
い

も
の
で
す
。

Ａ
7≒転函圏率

炭砿のメーデー



719人が熱戦を展開

町内のスポーツ少年団は、夏休みを利用して活発な活

動を行ってきました。

その総まとめとして9月10日、水泳、野球、バドミン

トン、バレーボール、剣道の5スポーツ少年団の競技大

会が開かれました。

熱戦の結果は次のとおりです。

●4年生の部
〔優　勝〕頃未（男子）
〔準優勝〕頃末（女子）

●5年生の部
〔優　勝〕伊左座
〔準優勝〕頃末（男子）

●6年生の部
〔優　勝〕頃未
〔準優勝〕伊左座

●4年男子
（Ｄ藤山　　裕（頃末）
（む広津　正祥（頃末）

●4年女子

（去井上あかね（机）
（Ｂ福留ひとみ（机）

●5年男子
（む野涼　邦生（吉田）

（訂今岡　敬能（吉田）
●5年女子
①児玉貴理子（伊左座）
（む岡部　里織（伊左座）

●6年男子

（Ｂ赤星　進祐（頃末）
（吉元村　俊昭（吉田）

●6年女子
⑦鶴田　伸子（机）
②黒木美実子（伊左座）

●中学男子
ＣＢ向日　　顕（伊左座）
②江内田　篤（佐左座）

●中学女子

（℃入　志津加（机）
（む服部　昌子（吉田）

●3・4年生の鮎

①成増潤一郎
（宕深野那津子

●5年生の部
①江藤　憲一

②：坂井　夕介
●6年生の部
（君旭　美代子
②宮原　亮子

ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン
が
大
好
き

猪熊グラウンドで9月27日、第一回グラウンド・

コルフ大会が開かれました。参加者は30人。

この競技は、コルフに似たルールで、8ホール

までのコースを3回まわって、合計打数の少なさ

を競います。公園、河川敷、運動場など場所を選

ばず、年齢を問わないスポーツとして、普及が期

待されています。

試合の結果は次のとおりです。

●個人戦　¢宮本重信②黒瀬国義③池田義人⑧大

場四九郎⑧加藤久

●団体戦　ｃ藤川班②満田班③富松班④森永班

お母さん大ハッスル
9月13日、町民体育館で開

かれたビーチボールバレーの
大会には14チームのお母さん
たちが参加。

1チームは4人。柔らかい
ボールですが、するどく変化
する球の動きが会場を沸かせ
ました。

●30歳代の部
ｃイマージュ（君さくらチーム

●40歳代の部

亘〕同好会Ｂ　②パラチーム
●50歳代の部

αパンプキン（訂パラチーム



係

芦
屋
町
の
精
神
薄
弱
者
適
所
授
産
施

設
「
み
ど
り
園
」
で
は
、
現
在
三
十
人

の
通
園
者
が
、
陶
芸
や
石
け
ん
作
り
、

ま

毛
糸
の
編
物
、
ケ
ー
ス
貼
り
な
ど
の
仕

事
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

入
園
希
望
者
が
多
く
、
定
員
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
た
め
、
現
在
、
増
改
築

の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

園
で
は
、
通
所
希
望
者
の
人
数
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
「
み
ど
り
園
で
働
き

た
い
」
と
思
う
人
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

防犯の日町民大会
′と　き

11月12日（印午前9時から

′ところ
中央公民館大ホール

毎年11月の第2日曜日は、水巻

町の「防犯の日」です。
この日は、町民大会を開いて、

防犯子吉動に功労のあった人の表彰

や、中学生の意見発表、陸上自衛
隊による音楽演奏などを行います。
多数の参加をお願いします。

入
園
者
の
送
迎
は
、
み
ど
り
園
の
バ
ス

で
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
遠
賀
郡
内
に
住
ん
で
い
る

人
で
①
平
成
元
年
3
月
3
1
日
現
在
1
5

歳
以
上
の
人
　
⑧
精
神
薄
弱
者
で
、

衣
類
の
着
替
え
や
食
事
、
排
便
な
ど

が
自
分
で
で
き
る
人

●
申
し
込
み
　
1
0
月
1
8
日
（
水
）
ま
で

に
役
場
民
生
係
ま
た
は
、
直
接
電
話

で

み

ど

り

園

（

魯

2

2

3

局

3

3

1

1
番
）
　
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
は
9
月
9
日
か
ら
、
第
2
土

曜
日
と
第
4
土
曜
日
の
閉
庁
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

運
転
免
許
関
係
の
窓
口
は
閉
じ
て
い

ま
す
が
、
更
新
事
務
に
限
っ
て
第
2
土

曜
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
北
九
州
試
験
場
（
含
9
6

1
局
4
8
0
4
番
）
　
か
折
尾
警
察
署

（
晋
6
9
1
局
0
3
3
1
番
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

今
年
も
共
同
募
金
の
季
節
が
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
年
戸
別

募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
外
の
企
業
に
も
法
人
募

金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

1
0
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
共
同

募
金
に
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ろ

い
ろ
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
央
公
民
館
は
1
0
月
か
ら
、
初
心
者

の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

を
開
き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
成
人
6
0
人

●
開
設
日
　
1
0
月
別
日
か
ら
1
2
月
5
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
6
日
間
（
1
1
月

2
1
日
を
除
く
）

●
受
講
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0

分
か
ら
8
時
3
0
分
ま
で
の
2
時
間

●
内
　
容
　
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

●
開
設
場
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
希
望
す

る
人
は
1
0
月
1
7
日
ま
で
に
、
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
審

2

0

1

局

0

4

0

1

番

「
里
親
」
と
は
、
家
庭
的
に
恵
ま
れ

な
い
子
供
を
預
か
り
、
家
族
の
一
員
と

し
て
、
温
か
い
愛
情
の
中
で
健
や
か
に

育
て
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
人
は
、
役
場
社
会
課
老
人
児
童
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
。

●
テ
ー
マ
　
「
我
が
家
の
健
康
管
理
」

●
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
5

枚
以
上
1
0
枚
以
内
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

●
締
切
日
　
1
2
月
3
1
日
ま
で

●
表
　
彰

①
入
選
（
4
点
）
　
表
彰
状
と
副
賞

と
し
て
十
万
円

⑨
佳
作
（
2
点
）
　
表
彰
状
と
副
賞

と
し
て
五
万
円

●
原
稿
送
付
先
　
〒
1
0
0
東
京
都
千
代
田

区
永
田
町
1
－
1
1
－
3
5
　
回
民
健
康

保
険
中
央
会
広
報
室
　
懸
賞
体
験
文

募
集
係



階段
押入

・－11

1、室

腑

便所

面
－手口室6 帖

】 】

冶

浣

押入 玄関　　　　 Ｐ・Ｓ

ｌ

‾ 7

　 ／押入

室6 帖
1

台　所

食　 堂 和

■ ■ 喜

窒4．5帖

ｉ

バルコニー

サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
水
巻
（
古
賀
団

地
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
で
き
る
人

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と

㊥
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
入

居
の
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
婚
姻

の
見
込
み
が
あ
る
人
を
含
む
）

㊥
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と

●
募
集
戸
数
　
8
0
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

●
家
　
賃
　
月
額
三
万
七
十
六
円
～
三

万
六
千
五
十
円
。

●
受
付
期
間
　
1
1
月
1
日
～
1
2
月
1
5
日

●
入
居
予
定
日
　
平
成
2
年
2
月
1
8
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
公

共
職
業
安
定
所
（
魯
6
7
1
局
5
9

3
1
番
）
　
へ
。

毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
自

分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
生
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

奨
学
生
に
は
、
必
要
な
学
資
貸
し
付

け
の
ほ
か
、
奨
学
金
の
支
給
、
生
活
費

の
保
証
な
ど
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
に
は
詳
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
送
り
ま
す
の

で
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
出
身
校
、
進
学
志
望
校
を
書
い
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
〒
8
0
2
北
九
州
市
小
倉
北

区
紺
屋
町
1
3
－
1
　
毎
日
新
聞
西
部

本
社
　
毎
日
育
英
会
広
報
係
　
晋
5

5

1

局

4

3

1

8

番

●
資
　
格
　
1
8
歳
か
ら
3
5
歳
ま
で
の
男

性
で
、
普
通
運
転
免
許
を
持
っ
た
人

●
募
集
人
見
　
数
人

●
受
付
期
間
　
1
0
月
3
1
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
大
字
野
間
四

六
六
－
二
　
（
有
）
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン

タ

ー

魯

2

8

2

局

0

1

1

8

番

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
試
験
日
　
1
2
月
1
0
日
（
日
）

●
試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
4

類
～
第
6
類
）
、
丙
種

●
試
験
会
場
　
北
九
州
大
学

●
願
書
の
受
付
　
1
0
月
1
日
か
ら
2
5
日

ま
で
遠
賀
郡
消
防
本
部
で
。
ま
た
は

1
0
月
2
6
日
か
ら
㌘
日
ま
で
北
九
州
市

消
防
局
で
。

【
受
験
準
備
講
習
会
】

●
講
習
日
　
1
1
月
2
8
日
（
火
）

●
講
習
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

●
受
付
期
間
と
場
所
　
1
0
月
1
日
か
ら

1
1
月
2
7
日
ま
で
、
遠
賀
郡
消
防
本
部

で
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防

係

晋

2

9

3

局

1

2

3

1

番

へ

「
も
し
も
、
働
い
て
い
る
間
に
事
故

に
あ
っ
た
ら
…
。
」
「
も
し
も
、
会
社
が

経
営
危
機
に
陥
っ
た
ら
…
。
」
「
も
し
も

失
業
し
た
と
き
、
す
ぐ
に
仕
事
が
み
つ

か
ら
な
か
っ
た
ら
…
。
」

雇
う
人
、
雇
わ
れ
て
い
る
人
、
双
方

の
「
も
し
も
…
。
」
を
解
決
す
る
の
が
労

働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
で

す
。
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
い
て
、
従
業
員
が
一
人
で
も
い

る
事
業
所
は
、
す
べ
て
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

（

魯

6

7

1

局

5

9

3

1

番

）

　

へ

お

尋

ね
く
だ
さ
い
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
一
　
故
・
古
橋
　
信
　
様

古
橋
　
善
信
様

●
机
　
　
　
　
故
・
藤
嶋
フ
ジ
子
様

藤
嶋
　
太
一
様

●
岡
垣
町
　
　
政
・
船
津
フ
デ
コ
様

船
辞
　
昭
雄
様



巧

∴

′

ヤ

・

柴
田
貞
志

山
鹿
秀
遠
と
十
三
塚
（
二
）

屋
島
を
攻
略
し
た
義
経
は
、
そ
の
あ
と
河
野
、
熊

野
両
水
軍
と
周
防
の
大
内
氏
を
味
方
へ
引
き
入
れ
、

じ
ゆ

船
を
長
門
沖
の
満
珠
、
干
珠
の
島
に
集
結
し
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
約
一
か
月
あ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

と
一
ｂ
．
も
．
．
り

平
家
は
都
落
ち
の
と
き
に
、
平
知
盛
（
清
盛
四
男
）

を
赤
間
関
へ
派
遣
し
て
彦
島
に
本
陣
を
お
き
、
赤
間

関
と
対
岸
の
門
司
関
を
制
し
た
が
、
こ
の
あ
と
門
司

関
は
九
州
へ
上
陸
し
た
範
頼
か
ら
制
圧
さ
れ
た
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

寿
永
四
年
（
一
一
八
五
）
三
月
二
十
四
日
、
「
源

軍
現
わ
る
」
の
報
に
知
盛
は
、
門
司
田
野
浦
に
集
結

し
た
軍
船
を
直
ち
に
出
動
、
船
は
東
流
れ
の
潮
に
の

っ
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
平
家

物
語
」
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
ｔ
ソ

さ
る
ほ
ど
に
平
家
は
千
余
腔
を
三
手
に
つ
く
る
。

ま
ず
山
鹿
の
兵
藤
次
秀
遠
、
五
百
余
艇
で
先
陣
に

こ漕
ぎ
向
う
。
松
浦
党
三
百
余
腔
で
二
陣
に
つ
づ

き
ん
た
ち

く
。
平
家
の
公
達
二
百
余
腔
で
三
陣
に
つ
づ
き
給

え
り
。
な
か
に
も
山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
は
、
九
国
（
九

ご
う
き
ゆ
う

州
）
一
番
の
強
弓
精
兵
に
て
あ
り
け
れ
ば
、
わ
れ

（
秀
遠
）
は
ど
こ
そ
な
け
れ
ど
も
、
普
通
さ
ま

と

も

へ

（
状
態
）
の
精
兵
五
百
人
す
ぐ
っ
て
、
船
々
の
膿
船

な
ら

に
立
ち
、
肩
を
一
面
に
列
べ
て
、
五
百
の
矢
を
一

度
に
放
つ
。
源
氏
の
方
に
も
三
千
余
腔
の
船
な
り

い
睾
お

け
れ
ば
、
勢
い
の
数
は
さ
こ
そ
多
か
り
け
め
ど
も
、

あ
そ
こ
、
こ
こ
よ
り
射
け
る
ほ
ど
に
、
い
づ
く
に

精
兵
あ
り
と
も
見
え
ざ
り
け
り
。
な
か
に
も
大
将

げ

ん

く

ろ

う

軍
源
九
郎
義
経
は
、
ま
っ
先
に
進
ん
で
戦
い
け
る

た
て
　
よ
ろ
い

が
、
楯
も
鎧
も
こ
ら
え
ず
し
て
散
々
に
射
し
ら
ま

き
る
。
平
家
の
御
方
、
勝
ち
ぬ
と
て
、
し
き
り
に

つ
づ
み

攻
め
鼓
を
打
ち
て
、
お
め
き
叫
ん
で
攻
め
戦
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
秀
遠
た
ち
の
働
き
に
よ
っ
て
、
初

め
平
軍
は
有
利
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
両
軍
の
一
万

余
騎
が
赤
旗
、
白
旗
を
た
な
び
か
せ
て
、
一
時
間
あ

ま
り
を
ひ
し
め
き
あ
っ
て
戦
っ
た
結
果
、
最
後
に
知

盛
が
平
軍
へ
覚
悟
の
ほ
ど
を
呼
び
か
け
て
戦
い
は
終

ｌ
こ
い
の
あ
ま

っ
た
。
御
座
船
の
中
で
、
八
歳
の
幼
帝
を
二
位
尼
と

建
礼
門
院
が
抱
い
て
「
波
の
下
に
も
極
楽
浄
土
と

て
、
め
で
た
き
都
の
さ
ぶ
ろ
う
ぞ
」
と
言
い
き
か
せ

は
な

て
、
無
常
の
春
の
風
に
華
の
御
姿
を
散
ら
し
た
ま
い
、

千
尋
の
底
へ
と
沈
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
と
き
の
平
家
の
敗
因
に
つ
い
て
は
多
く
の
説

を
聞
く
が
、
潮
流
説
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は

関
門
海
峡
の
流
れ
が
干
満
の
潮
位
落
差
に
よ
っ
て
方

向
が
か
わ
る
の
で
、
初
め
の
う
ち
東
流
れ
の
潮
に
乗

っ
て
平
軍
が
有
利
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
西
流
れ
に

な
る
と
潮
下
の
源
軍
が
潮
に
乗
っ
て
、
優
勢
に
な
っ

た
と
の
説
で
あ
る
。
な
お
当
時
は
船
頚
な
ど
の
非
戦

お
き
て

闘
員
は
、
戦
い
の
掟
と
し
て
射
る
の
を
禁
止
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
を
義
経
が
命
じ
た
の
で
、
平
軍
は
機

あ

わ

み

ん

ｌ

だ

う

動
力
を
失
っ
て
敗
れ
た
と
も
、
ま
た
阿
波
民
部
大
夫

が
開
戦
直
前
に
な
っ
て
、
源
軍
へ
寝
返
っ
た
の
で
敗

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
敗
戦
に
結
び
つ
く

原
因
で
あ
る
が
、
筆
者
の
思
う
に
は
、
両
軍
の
船
の

か
た型

と
大
き
さ
が
相
違
し
た
点
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
山
鹿
、
松
浦
両
水
軍
の
船
は
、
響

灘
や
玄
海
灘
の
荒
海
を
航
行
す
る
大
き
な
船
で
、
そ

き

つ

す

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｌ

こ

ぶ

の
う
え
喫
水
が
深
い
の
で
動
き
は
鈍
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
瀬
戸
海
の
船
は
、
喫
水
の
浅
い
小
回
り
の

き
く
小
船
で
、
流
れ
の
早
い
狭
い
海
峡
で
の
海
戦
に

よ

よ

う

　

　

か

ふ

適
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
予
陽
河
野
家
譜
」

に
、
正
平
二
十
一
年
（
一
三
六
六
）
、
河
野
水
軍
の

み

ち

な

お

　

か

ね

よ

し

　

　

　

え

つ

将
河
野
通
直
が
懐
艮
親
王
に
謁
し
て
大
宰
府
か
ら
の

帰
途
、
芦
屋
に
て
芦
屋
船
を
三
腔
買
い
求
め
て
帰
国

し
た
が
、
こ
れ
が
当
時
の
荒
海
用
の
船
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
秀
遠
は
安
徳
天
皇
を．

レ

山
鹿
城
に
迎
え
て
、
船
の
利
を
い
か
し
て
饗
灘
で
雌

ゆ
う雄

を
決
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
が
、
す
で
に
山
鹿
城

は
範
頼
の
攻
略
す
る
と
こ
ろ
で
、
や
む
な
く
壇
ノ
浦

で
戦
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

十　三　塚　（猪熊小学校前）

な
お
、
こ
の
と
き
秀
遠
は
壇
ノ
浦
で
戦
死
し
た
と

も
、
勢
州
（
三
重
県
）
　
へ
逃
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
が
、
配
下
の
武
者
や
船
頭
、
船
子
た
ち
は
、
故
郷
の

遠
賀
河
口
へ
直
ち
に
逃
げ
帰
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
猪
熊
に
十
三
塚
の
物
語
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
伝

説
で
は
な
く
て
実
際
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

み
な
と

か
。
な
お
町
内
に
は
、
上
二
に
大
湊
、
下
二
に
船
付
、

あ
ぎ
な

机
に
船
津
、
古
賀
に
峯
浦
な
ど
の
字
名
が
今
も
残
さ

れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
河
口
に
は
船
頭
衆
が
大
勢

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

壇
ノ
浦
の
戦
い
は
、
そ
の
日
の
午
後
、
早
く
も
勝

敗
は
つ
い
て
、
平
家
の
武
者
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
縁
故

を
求
め
て
落
ち
て
行
っ
た
が
、
な
か
に
は
安
徳
天
皇

の
大
宰
落
ち
の
際
に
、
山
鹿
城
へ
奉
迎
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
山
鹿
の
武
者
や
船
頭
な
ど
に
ま
じ
っ
て
、

山
鹿
城
を
さ
し
て
落
ち
て
行
く
武
者
も
い
た
。
落
武

か

ぎ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

し

者
た
ち
は
船
か
ら
門
司
風
師
山
に
逃
げ
込
む
と
、
乾

飯
で
飢
え
を
し
の
ぎ
な
が
ら
夜
に
ま
ざ
れ
て
足
立
山

か
ら
帆
柱
山
へ
移
動
し
、
そ
れ
よ
り
遠
賀
河
口
へ
と

逃
避
行
を
つ
づ
け
た
が
、
こ
の
な
か
に
あ
っ
て
十
三

人
の
落
武
者
が
い
た
。
よ
う
や
く
山
鹿
城
の
み
え
る

古
賀
村
の
山
に
た
ど
り
つ
い
て
、
ひ
と
息
入
れ
た
と

き
、
眼
下
を
流
れ
る
大
川
の
ほ
と
り
で
人
の
気
配
が

し
た
。
武
者
た
ち
は
、
て
っ
き
り
山
鹿
城
の
者
だ
と

思
っ
て
大
声
で
叫
ん
だ
。

「
お
ー
い
、
山
鹿
の
城
は
無
事
か
…
…
」

と
こ
ろ
が
、
朝
も
や
が
晴
れ
て
く
る
と
眼
下
は
源

氏
の
白
旗
の
波
、
十
三
人
は
山
鹿
城
を
み
て
死
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
十
三
人
は

山
を
お
り
た
。
敵
の
案
内
で
前
の
小
島
に
た
ど
り
つ

い
て
、
は
る
か
な
都
の
妻
子
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、

み
な
自
害
を
し
て
果
て
た
。
そ
の
覚
悟
の
ほ
ど
は

か
い
し
や
く

介
錯
を
し
た
源
氏
の
武
者
も
た
た
え
た
と
い
う
が
、

こ
れ
を
哀
れ
に
思
っ
た
村
人
た
ち
は
、
こ
こ
に
十
三

の
塚
（
墓
）
を
建
て
て
供
養
し
た
。
こ
れ
が
今
に
伝

わ
る
十
三
塚
の
由
来
で
あ
る
。

と
よ
と
し

な
お
江
戸
時
代
に
は
、
こ
こ
に
豊
年
神
社
を
建
て

ほ
う
ね
ん

て
十
三
塚
と
と
も
に
豊
年
を
祈
っ
た
と
い
う
が
、
の

ご

う

し

ち
に
神
社
は
猪
熊
鷹
見
神
社
に
合
犯
さ
れ
た
も
の

の
、
今
で
は
こ
こ
で
十
三
塚
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
こ
の
と
き
十
三
人
の
叫
ん
だ
山
は
、
お

お
ら
ぴ

か
の
台
団
地
に
あ
る
喚
山
で
、
棲
高
七
二
、
三
メ
ー

ト
ル
、
山
の
名
も
こ
れ
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
今
こ

お
ち
う
ど

こ
か
ら
十
三
塚
を
み
る
と
、
八
百
年
前
の
落
人
哀
話

が
よ
み
が
え
っ
て
、
あ
ら
た
な
る
哀
愁
の
情
の
こ
み

あ
げ
て
く
る
の
を
覚
え
る
。
　
（
こ
の
項
お
わ
り
）


